
第48期 第2四半期

株主通信
2020年4月1日 - 2020年9月30日
証券コード6482 （東証第一部）



株主のみなさまへ

　当第2四半期連結累計期間における世界経済は、
新型コロナウイルス感染症の拡大により企業活動が
大きく制限され、マイナス成長に陥る厳しい状況で
す。足元では中国・韓国などアジアの一部の国で回
復傾向がみられるものの、新型コロナウイルス感染
症の収束はいまだ見通せず、先行き不透明な状況が
継続しております。
　このような状況のもと、当社グループは、顧客、取
引先及び従業員の安全を第一に、引き続き世界規
模での新規顧客の開拓に取り組んでまいりましたが、
当第2四半期連結累計期間における受注は前年同
期と比較して低調に推移致しました。

当第2四半期の営業の概況
　当第2四半期連結累計期間の業績につきましては、
北米では医療関係を中心に堅調に推移したものの、
設備投資意欲の減退により日本・アジアでの取出ロ
ボットの販売が前年同期比で減少しました。また欧
州での特注機は一定の売上があったものの納品時
期の違いにより前年同期比では減少となりました。
その結果、連結売上高は前年同期比22.1％減の
8,072百万円となりました。利益面につきましては、
営業利益は引き続き経費削減に努めましたが、売上
高の減少により、前年同期比30.6％減の871百万円、
経常利益は前年同期比23.2％減の900百万円となり
ました。そして親会社株主に帰属する四半期純利益
は前年同期比21.3％減の659百万円となりました。

　株主のみなさまには、ますますご清栄のことと
お喜び申しあげます。
　平素は当社の事業運営に格別のご高配、ご支援
を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、9月末をもちまして当社第48期(2020年
4月1日から2021年3月31日まで)の第2四半期連結
累計期間を終了いたしましたので、その概況につき
まして、以下のとおりご報告申しあげます。
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当第2四半期
(第48期)

その他アジア
15.6％

その他
2.4％欧州 15.4％

北米
20.8％

中国・台湾
11.6％

国内
34.2％

当第2四半期
(第48期)

●品目別売上高構成比

●地域別売上高構成比

特注機
20.4％

部品・保守サービス
17.6％

取出ロボット
62.0％

前第2四半期
(第47期)

特注機
19.2％

部品・保守サービス
15.1％

取出ロボット
65.7％

業界シェア世界第一位

●売上高（第2四半期）

第48期

8,072

第47期

10,586

第46期

9,743

第45期第44期

8,949

第48期

900

●経常利益（第2四半期）

第47期

1,228

第46期

1,039

第45期

1,150

第44期

第48期

659

第47期

861

第46期

745

第45期

849

第44期

●親会社株主に帰属する四半期純利益（第2四半期）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

10,364

1,172

838

前第2四半期
(第47期)

北米
20.2％

中国・台湾
11.9％

欧州 7.6％

その他アジア
18.2％

その他
2.7％

国内
39.4％
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（単位：百万円）●連結貸借対照表

科　目

資産の部

前第2四半期
（2019年9月30日）

当第2四半期
（2020年9月30日）

流　動　資　産

 現 金 及 び 預 金

 受取手形及び売掛金

 た な 卸 資 産

 そ 　 の 　 他

固　定　資　産

有 形 固 定 資 産

 建物及び構築物

 土 　 　 　 　 地

 そ 　 の 　 他

無 形 固 定 資 産

投資その他の資産

 投 資 有 価 証 券

 退職給付に係る資産

 繰 延 税 金 資 産

 そ 　 の 　 他

資　産　合　計

19,750

10,317

4,274

4,882

276

12,283

10,687

4,347

6,110

229

307

1,289

209

281

621

177

32,034

前　期
（2020年3月31日）

19,391

8,646

5,410

5,058

276

12,541

10,905

4,554

6,107

243

358

1,277

159

285

658

   173

31,933

（単位：百万円）

科　目

負債の部

純資産の部

前第2四半期
（2019年9月30日）

当第2四半期
（2020年9月30日）

そ の 他 の 包 括
利 益 累 計 額

流  動  負  債

 支払手形及び買掛金

 未　　払　　金

 前　　受　　金

 そ 　 の 　 他

固  定  負  債

負  債  合  計

株  主  資  本

 資     本     金

 資  本  剰  余  金

 利  益  剰  余  金

 自  己  株  式

非支配株主持分

純  資  産  合  計

負債純資産合計

4,030

1,632

339

1,051

1,007

212

4,243

27,505

1,985

2,023

24,850

△ 1,355

71

215

27,791

32,034 

前　期
（2020年3月31日）

4,250

1,698

418

1,270

863

210

4,461

27,185

1,985

2,023

24,531

△ 1,355

44

242

27,471

31,933

19,059

7,608

5,674

5,508

267

12,838

11,156

4,786

6,109

260

383

1,298

205

290

631

171

31,897

4,601

2,153

461

1,102

883

211

4,812

26,763

1,985

2,023

24,109

△ 1,354

82

238

27,085

31,897
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（単位：百万円）

科　目

●連結損益計算書 （単位：百万円）●連結キャッシュ・フロー計算書の概要

前第2四半期
（2019年4月1日～
　　　  9月30日）

当第2四半期
（2020年4月1日～
　　　  9月30日）

税 金 等 調 整 前
四 半 期 純 利 益

売     上     高

売  上  原  価

売  上  総  利  益

販売費及び一般管理費

営  業  利  益

営  業  外  収  益

営  業  外  費  用

経  常  利  益

特  別  利  益

特  別  損  失

法 　 人 　 税 　 等

四 半 期 純 利 益

8,072

4,717

3,354

2,483

871

29

0

900

0

0

900

230

669

10

659

前　期
（2019年4月1日～
2020年3月31日）

20,011

11,991

8,020

5,710

2,309

46

150

2,205

5

2

2,208

629

1,579

46

1,532

当第2四半期連結累計期間
(2020年4月1日～2020年9月30日)

現金及び
現金同等物の
期首残高
5,652

①営業活動
によるCF
2,074

②投資活動
によるCF
△594

③財務活動
によるCF
 △377

現金及び
現金同等物に
係る換算差額
19

 現金及び
現金同等物の
四半期末残高
6,775

非支配株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

親会社株主に帰属する
四 半 期 純 利 益

10,364

6,236

4,128

2,873

1,255

19

102

1,172

3

0

1,175

310

864

26

838

②投資活動によるキャッシュ・フロー
　定期預金の預入による支出3,498百万円、定期預金の払戻に
よる収入2,950百万円により、投資活動によるキャッシュ・フロー
は594百万円の支出超過（前年同四半期は886百万円の支出超
過）となりました。

　税金等調整前四半期純利益900百万円に加えて、減価償却費
314百万円、売上債権の減少額1,155百万円があり、法人税等の
支払額139百万円を差し引いた営業活動によるキャッシュ・フ
ローは、2,074百万円の収入超過（前年同四半期は2,127百万円
の収入超過）となりました。

①営業活動によるキャッシュ・フロー

　配当金の支払額340百万円等により、財務活動によるキャッ
シュ・フローは377百万円の支出超過（前年同四半期は669百万
円の支出超過）となりました。

③財務活動によるキャッシュ・フロー
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ユーシン精機の新型コロナウィルス対策

　当社では新型コロナウィルスと共存する「ウィズ・コロナ」を意識した感染対策をすすめています。主な内容は、社員一人
ひとりの感染予防の徹底、職場内における感染予防環境づくり、会議や面会等におけるオンライン対応の推奨、在宅勤務や時
差出勤の推奨などです。これらの対策をもとに、新しい仕事の方法が生まれた面もあります。例えば、遠方のお客様と当社の
設計者が直接オンラインで打ち合わせをさせていただくことにより、これまでよりも効率的かつ高い密度でのコミュニケー
ションが可能となりました。
　今後も、お客様と社員の安全を最優先事項として対策しつつ、新しい仕事の方法を取り入れ、よりよい商品・サービスの提
供に努めてまいります。

　2020年6月、省スペースパレタイジングロボット「PA」シリーズを発売しました。このロボットは、製造業のみならず
物流現場等で人手不足によって急速な自動化が求められる市場に向けて開発したもので、当社がこれまでプラスチック射
出成形業界の自動化で培ってきた技術を活用しています。特長としては①直交型ロボットのメリットを最大限に活かした
設置スペースの小型化、②周囲に配置される支柱の少ない片持ち構造によるレイアウト自由度の確保、③タッチパネルに
よる簡単操作、④全国に広がるサービス拠点によるスピード対応、などがあげられます。
　10月には東京ビッグサイトで開催された食品流通の展示会「フードディストリビューション2020」に初出展し、これま
で当社をご存じなかった多くのお客様、商社様に当社のパレタイジングロボットをご覧いただくことができました。

省スペースパレタイジングロボット「PA」の発売

トピックス
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金融機関25名

自己名義  1名

個人その他　4,484名

外国法人など
  122名

その他法人  45名

金融商品
取引業者  30名自己名義

1,602,454株
(4.50%)

金融商品
取引業者
392,969株
(1.10%)

その他法人
12,421,374株
(34.86%)

金融機関
9,444,650株
(26.50%)

発行済株式総数
35,638,066株

第2四半期末
株主数
4,707名

●株主構成（株数別、人数別）

外国法人など
3,554,588株
(9.97%)

個人その他   
8,222,031株
(23.07%)

●過去２年間の株価・売買高（東証第一部）
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株式情報
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● 証券コード 6482（東証第一部）
● 単元株式数 100株
● 事業年度 毎年4月1日から翌年 3月31日まで
● 基準日 定時株主総会  3月31日
  剰余金の配当     期末 3月31日
       中間 9月30日
● 株主名簿管理人および特別口座の口座管理機関
  三菱 UFJ 信託銀行株式会社
● 同事務取扱 (お問い合せ先 )
  三菱 UFJ 信託銀行株式会社　証券代行部
  TEL.0120ー094ー777（通話料無料）
● 公告方法 電子公告　当社ホームページにて掲載
 ホームページ  http://kmasterplus.pronexus.co.jp/main/corp/6/4/6482/index.html

■ 株主メモ

■ 株式の状況 （2020年9月30日現在）

発行済株式の総数 35,638,066株
期末株主数 4,707名

1996年 5月     1:1.1
1997年 5月     1:1.2
1998年 5月     1:1.2
1998年 11月     1:1.2
1999年 11月     1:1.2
2000年 5月     1:1.1
2001年 5月     1:1.1
2004年 5月     1:1.1
2008年 4月     1:1.1
2018年 4月     1:2   

●株式分割の推移
2013年 3月期 30円
　　　　　（40周年記念配当10円含む）
2014年 3月期 30円
2015年 3月期 30円
2016年 3月期 36円
2017年 3月期 36円
2018年 3月期 33円
2019年 3月期 17円
2020年 3月期 18円

●配当金※の推移

※  2018年4月1日を効力発生日として、1株につき2株の株式分割を実施しま
　  した。2018年3月期以前の配当金は、当該株式分割前の実際の配当金の
　  額を記載しております。



この冊子は、環境に配慮した
ベジタブルインクを
使用しています。 2020.11

代表取締役社長 小谷　眞由美
取締役副社長 小谷　高代
専 務 取 締 役 木村　賢
専 務 取 締 役 北川　康史
取 締 役 稲野　智宏
取 締 役　　　　福井　理仁
取 締 役　　　　小田　康太
取 締 役 西口　泰夫
取 締 役 松久　寛
取 締 役 中山　礼子
常 勤 監 査 役 中西　吉久
常 勤 監 査 役 野田　勝美
監 査 役 鎌倉　寛保
監 査 役 森本　教稔

（社外）
（社外）
（社外）

（社外）
（社外）

（2020年10月31日現在）■ 役員一覧

商　　   号 株式会社ユーシン精機
 YUSHIN PRECISION EQUIPMENT CO., LTD.
代   表   者     代表取締役社長　小谷 眞由美
設　　   立 1973年10月
資   本   金 1,985,666千円
本社所在地 京都市南区久世殿城町555番地
 TEL.075-933-9555（代）　FAX.075-934-4033
連結社員数　690人 (2020年9月30日現在)
事 業 内 容      取出ロボットを中心にプラスチック射出成形工場
                       の合理化、FA化を推進する機器、システムの開発、
                        製造、販売。
主 要 商 品     ・プラスチック射出成形品取出ロボット
　　　　　    ・自動ストック装置及び省力化自動機器

会社概要

●YUSHIN KOREA CO., LTD. 〈韓国〉
●有信精机商貿（上海）有限公司 〈中国〉
●有信精机貿易（深圳）有限公司 〈中国〉
●有信國際精機股份有限公司 〈台湾〉
●PT. YUSHIN PRECISION EQUIPMENT INDONESIA 〈ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ〉
●YUSHIN PRECISION EQUIPMENT (VIETNAM) CO., LTD. 〈ﾍﾞﾄﾅﾑ〉 
●YUSHIN PRECISION EQUIPMENT SDN. BHD. 〈ﾏﾚｰｼｱ〉
●YUSHIN PRECISION EQUIPMENT（THAILAND） CO., LTD. 〈ﾀｲ〉
●YUSHIN PRECISION EQUIPMENT (INDIA) PVT. LTD. 〈ｲﾝﾄ゙ 〉
●YUSHIN EUROPE GMBH 〈ﾄ゙ ｲﾂ〉
●YUSHIN AUTOMATION LTD. 〈ｲｷ ﾘ゙ｽ〉
●YUSHIN AMERICA, INC. 〈ｱﾒﾘｶ〉
●広州有信精密机械有限公司 〈中国〉
●フィリピン駐在員事務所 〈ﾌｨﾘﾋﾟﾝ〉

●TASMAN MACHINERY LTD. 〈ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ〉
●TASMAN MACHINERY PTY LTD. 〈ｵｰｽﾄﾗﾘｱ〉
●TEKKAN PLASTIK SAN. ve TIC. A.S. 〈ﾄﾙｺ〉
●EN-PLAS, INC. 〈ｶﾅﾀﾞ〉

●本社・工場
●テクニカルセンター
●東日本統括営業所
●新潟サテライト
●西関東営業所
●長野営業所
●東北営業所
●岩手サテライト
●つくば営業所

●中部統括営業所
●静岡営業所
●名古屋西営業所
●西日本統括営業所
●富山営業所
●広島営業所
●福岡営業所
●大分サテライト

●国内ネットワーク

●連結子会社、 駐在員事務所

●総代理店

■ 会社基本情報 ■ 拠点情報

〒601-8205 京都市南区久世殿城町555番地
TEL.075ー933ー9555（代）  FAX.075ー934ー4033
ホームページ  www.yushin.com


